
地域包括ケアシステムの構築に向けて

－官民学連携による介護予防の推進－

神戸市保健福祉局高齢福祉部
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平成26年度 保健師中央会議



今日からはじまる 神戸ではじめる 介護予防

神戸市の概要①

東西に広がる市街地

北部に六甲山

南部は海：開港都市

兵庫県
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今日からはじまる 神戸ではじめる 介護予防

神戸市の概要②

平成26年3月末現在

人口 1,548,790 人

65歳以上人口 389,403 人

65～74歳 204,515 人

75歳以上 184,889 人
高齢化率 25.1 ％

要介護認定率
（第1号被保険者中）

19.8 ％

行政区 9区（1分室1支所）

保健師数

神戸市総数 171 名
うち、各区包括担当者 11 名

本庁地域包括支援係保健師 4 名
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今日からはじまる 神戸ではじめる 介護予防

神戸市の概要③

地域包括支援センターについて

愛称：あんしんすこやかセンター

市内75か所（概ね中学校圏域ごと）
役割：地域包括ケアの推進

住み慣れた地域で安心して生活できるように支援

社会福祉法人等に委託

配置職種：保健師・看護師、社会福祉士、

主任ケアマネジャー、見守り推進員
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415,001
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170,111

198,755

110,143

174,994

160,175

26,334

47,078

52,582

42,636
78,322

99,702

平成22年度 平成37年度 平成52年度

65～74歳の
元気な高齢者

75歳以上の
元気な高齢者

＋54,241人

+13,825人

平成25年3月末現在の神戸市人口に占める要介護度別認定者数構成割合をもとに作成。将来推計人口は、社会保障人口問題研究所作成の市町村別将来人口推計を引用。

0～14歳

15～24歳

25～39歳

40～64歳

359,834
470,505

511,214

要支援認定者

要介護認定者

1,544,200人
1,501,305人

1,356,556人

23.3％
31.3％

37.7％

神戸市の将来推計人口
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５

非該当者 41,905人

35.9%

1.5%

二次予防事業対象者 15,514人

56.7%

取組みあり 取組みなし 無回答

1.5倍

62.6%

※ このデータは、平成23年度基本チェックリス
ト結果を活用し、70～80歳の者で介護予防の取り組
みの有無を二次予防事業対象者・非該当者で比較し
たものである。

今日からはじまる 神戸ではじめる 介護予防

介護予防への関心
の低さが窺える！
介護予防への関心
の低さが窺える！

2.5%

40.8%

介護予防の取り組み状況



今日からはじまる 神戸ではじめる 介護予防

介護予防事業の課題

介護予防の周知度の低さ

介護予防事業の参加者の固定化

特定高齢者施策への参加率が低い

魅力ある介護予防事業（プログラム）

の不足

介護予防を推進する上での課題介護予防を推進する上での課題

6



今日からはじまる 神戸ではじめる 介護予防

介護予防を推進する上での課題介護予防を推進する上での課題

地域包括支援センターの課題

地域活動の経験不足

個別相談業務等で多忙

地域との顔の見える関係が築きにく

い
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今日からはじまる 神戸ではじめる 介護予防

介護予防を推進する上での課題介護予防を推進する上での課題

行政保健師の課題

保健師の分散配置により、保健師の

専門性が十分に発揮できていない

顕在化した健康問題に対し、縦割り

の対応に留まる傾向がある

地域に出向く機会が減少したことによ

り、地域との顔の見える関係が築き

にくい
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民間事業者と介護予防にかかる連携協定を締結

ブランド力・情報発信力の活用
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今日からはじまる 神戸ではじめる 介護予防

個人レベルの
取り組み

集いによる取り組み

意識の向上 意識の継続 介護予防の実践

実施事業

介護予防教室

ぱんだメイトの募集
（メルマガ登録等）

介護予防カフェ

参加者による自主活動
カフェへの情報提供

介護予防プログラム

介護予防プログラム
ネスレオリジナルプログラム

役割分担

市
教室の主催
（会場設営、募集）
メルマガ配信等

カフェの紹介
（センターへの周知）
会場調整

介護予防プログラム開発
介護予防プログラム実施

ネスレ
教室の共催
（講師派遣、グッズ提供）

カフェ運営支援
（バリスタ等の提供）

オリジナルプログラムの運営
（ソーシャルビジネスモデル
の実施）

×
「こうべ 元気！いきいき！！プロジェクト」

展開方法
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今日からはじまる 神戸ではじめる 介護予防

互いに支えあう

関係づくり

今日からはじまる 神戸ではじめる 介護予防

連携協定

民間事業者
<民間事業者の優位性>
・ブランドを活かした情報発信力
・迅速な企画、実行力
・業務の効率化
・コストの最適化

神戸市
<これまでの取り組み>
・介護保険制度の運営
・生きがい対応型デイサービス事業
等の介護予防施策

新たな活動場所

新たな出会い

啓発

支えあう地域を目指した取り組み

介護予防カフェ
介護予防カフェ

・地域資源情報発信
・介護予防活動の担い手育成支援

・介護予防教室の開催
・介護予防カフェ（サロン）の立ち上げ
支援
・健康づくり情報の提供

介護予防プログラム

こうべ 元気！いきいき！！プロジェクト
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今日からはじまる 神戸ではじめる 介護予防

地域包括支援センターの課題

センター職員は

「地域活動経験が少ない」

「個別相談業務等で多忙」

「地域との顔の見える関係が築きにくい」

地域特性に応じた活動が
十分にできていない！！
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今日からはじまる 神戸ではじめる 介護予防

平成24～26年度
（第5期神戸市介護保険事業計画）

地域包括支援センターの地域活動支援

「地域（圏域）のあるべき姿（=目標）を
根拠に基づいて語れる！」

★地域を好きになって、地域への責任を持って、地域住民とともに・・・

「地域診断」研修の開催
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今日からはじまる 神戸ではじめる 介護予防

実施期間：平成24年5月～11月（計４回）
実施内容：神戸市看護大学教授による講義、

グループワーク、地域診断の実践

アンケートによる効果測定（各回）

+  区保健師の日常的な支援体制

研修方法
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今日からはじまる 神戸ではじめる 介護予防

実践のまとめより（一例紹介）

地域に出掛
けるのが好
きになった。

担当地域の中
でも、地区毎
に特色がある
と気付いた

地域と顔の見える
関係ができ、セン
ターの周知につな
がった。

専門職としての役割
と自信を感じ、自分
の感性（気づき）を
磨くことが大切であ
ると学んだ。

15



センター：圏域内の地域診断

●地域診断を実施する必要性は高い！
●地域特性に応じた事業計画の検討

センター４職種

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｕ
Ｐ

自己効力感が向上

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｕ
Ｐ

地域住民
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市（本庁）

区役所区役所

市（本庁）：総合的な地域診断⇒

施策化・行政関係者との調整 など

区：総合的な地域診断⇒

施策化・インフォーマルサービス
把握・行政関係者との調整 など

センター：圏域内の地域診断⇒

日頃の高齢者支援を通して得られた
情報をもとに、住民とともに、住民の主
体的な活動の継続をはかる
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今日からはじまる 神戸ではじめる 介護予防

まとめ

高齢者の多様なニーズに対応するため、民
間事業者も含めたネットワークが必要

地域診断に基づく介護予防（＝健康づくり）活
動により、戦略的な地域づくりが可能となる

地域のつながり

⇒地域包括ケアシステムの構築へ
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神戸市介護予防マーク

「今日からはじまる
神戸ではじめる」を
キャッチフレーズ

こどもから高齢者まで、
世代を超えて楽しみな
がら健康づくり（介護
予防）に取り組めるよ
う、広めていきたいと
の思いを込めて

います

日本で3都市にしか
いないぱんだを

キャラクターに起用
須磨の海を背景に、
ぱんだのセーラーは
六甲山の緑をイメージ
カラーとして使用

平成24年2月に神戸
オリジナルの介護
予防マークを作成

ご清聴ありがとうございました
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